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関節可動域表示ならびに測定法改訂について
（２０２２年４月改訂）

　

これまで使用されてきた関節可動域表示ならびに測定法は、 日本整形外科学
会および日本リハビリテーション医学会の協議により１９９５年２月に改訂された
ものである。 しかし、その後の運用の中で足関節・足部・肱に関する用語の問題
が指摘され、日本整形外科学会、日本リハビリテーション医学会、日本足の外科
学会が検討してきた。

　

特に 「内がえしｌｎｖｅｒｓｉｏｎ／外が え しｅｖｅｒｓｉｏｎ」 と 「回外 ｓｕｐｉｎａｔｉｏｎ／回内

ｐｒｏｎａｔｉｏｎ」 について国際的な定義と異なっていたため、 文献の翻訳や引用をす

る際にしばしば用語の混乱を生じる原因となっていた。 具体的には、１９９５年改
訂の関節可動域表示ならびに測定法では、 「内がえし ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ／外がえし

ｅｖｅｒｓｉｏｎ」 を３平面での複合運動、 「回外ｓｕｐ・ｎａｔｉｏｎ／回内ｐｒｏｎａｔｉｏｎ」 を前額
面での運動と定義していたが、 英語圏及び英語文献では、「内がえし ｉｎｖｅｒｓ・ｏｎ
／外がえしｅｖｅｒｓｉｏｎ」 を前額面での運動、 「回外 ｓｕｐ・ｎａｔｉｏｎ／ 回 内 ｐｒｏｎａｔｉｏｎ」
を横断面と矢状面および前額面の ３ 平面での複合運動とするものがほとんどで
ある。そこで、この点を含むいくつかの問題点に対し、日本整形外科学会からの
要請を受けて、日本足の外科学会用語委員会が「足関節・足部・紐の運動に関す
る新たな用語案」 を作成し、 日本足の外科学会が承認した （Ｄｏｙａ Ｈ， ｅｔ ａｌ． Ｊ
０ｒｔｈｏｐＳｃｉ２０１０，１５（４）：５３１一９，）。 これが日本整形外科学会に答申され、 その承

認を経て日本リハビリテーション医学会に検討が依頼された。
その後、日本整形外科学会、日本リハビリテーション医学会、日本足の外科学
会の ３ 学会によるワーキンググループで内容をさらに検討し、 その最終案に対
して、日本整形外科学会、日本リハビリテーション医学会の各学会でパブリック

コメントを募集した。 寄せられた会員の意見をもとに修正を行い、２０２１年７月
にワーキンググループで最終合意に達した。



今回の改訂での主な変更点は以下の通りである。
１， 足関節・足部における 「外がえしと内がえし」 および 「回外と回内」 の

　　

定義

　　

外がえしと内がえし：足関節・足部に関する前額面の運動で、 足底が外

　　

方を向く動きが外がえし、 足底が内方を向く動きが内がえしである。

　　

回外と回内：底屈， 内転， 内がえしからなる複合運動が回外、 背屈， 外

　　

転， 外がえしからなる複合運動が回内である。 母紐・鎌に関しては、 前

　　

額面における運動で、 母紐・紐の軸を中心にして鎌腹が内方を向く動き

　　

が回外、 祉腹が外方を向く動きが回内である。
２． 足関節・足部に関する矢状面の運動の用語

　　

背屈と底屈：足背への動きを背屈、 足底への動きを底屈とし、 屈曲と伸

　　

展は使用しないこととする。 ただし、 母靴・紐に関しては、 足底への動

　　

きが屈曲、 足背への動きが伸展である。

３． 足関節・足部の内転・外転運動の基本軸と移動軸

　　

基本軸：第２中足骨長軸とする。

　

２０２１ 年 ９月に日本整形外科学会、 日本リハビリテーション医学会および日本

足の外科学会それぞれの理事会の承認を経て、今回の関節可動域表示ならびに

測定法の改定が決定された。 今回の改訂は２０２２年４月１日より発効となる。

　

このたび改訂された関節可動域表示ならびに測定法が、 臨床などにおける評

価、医学教育、医学論文や各種診断書をはじめとした公的な文書の記載などにお

いて、 広く活用されることが望まれる。



関節可動域ならびに測定法

１． 関節可動域表示ならびに測定法の原則

１． 関節可動域表示ならびに測定法の目的

　　　

日本整形外科学会と日本リハビリテーション医学会が制定する関節可動域表示

　　

ならびに測定法は、 整形外科医、リハビリテーション科医ばかりでなく、 医療、福

　　

祉、行政その他の関連職種の人々をも含めて、関節可動域を共通の基盤で理解する

　　

ためのものである。 したがって、 実用的で分かりやすいことが重要であり、高い精

　　

度が要求される計測、特殊な臨床評価、詳細な研究のためにはそれぞれの目的に応

　　

じた測定方法を検討する必要がある。

２． 基本肢位

　　　

ＮｅｕｔｒａＩＺｅｒｏＰｏｓｉｔｉｏｎ を採用 しているので、 ＮｅｕｔｒａＩＺｅｒｏＳｔａｒｔｉｎｇＰｏｓｉｔｉｏｎ に

　　

修正を加え，両側の足部長軸を平行にした直立位での肢位が基本肢位であり、概ね

　　

解剖学的肢位と一致する。 ただし、肩関節水平屈曲・伸展については肩関節外転

　　

９００

　

の肢位、肩関節外旋・内旋については肩関節外転 げ

　

で肘関節９ｏｏ

　

屈曲位、

　　

前腕の回外・回内については手掌面が矢状面にある肢位、股関節外旋・内旋につい

　　

ては股関節屈曲９００

　

で膝関節屈曲９００

　

の肢位をそれぞれ基本肢位とする。

３， 関節の運動

　　

１） 関節の運動は直交する３平面、すなわち前額面、矢状面、横断面を基本面とす

　　　　

る運動である。 ただし、肩関節の外旋・内旋、前腕の回外・回内、股関節外旋・

　　　　

内旋、頭部と胸腰部の回旋は、基本肢位の軸を中心とした回旋運動である。ま

　　　　

た足関節・足部の回外と回内、 母指の対立は複合した運動である。

２） 関節可動域測定とその表示で使用する関節運動とその名称を以下に示す。なお、

　

下記の基本的名称以外に良く用いられている用語があれば（

　

）内に併記する。

　

（１）屈曲と伸展

　　　

多くは矢状面の運動で、基本肢位にある隣接する２つの部位が近づく動き

　　　

が屈曲、遠ざかる動きが伸展である。ただし、肩関節、頚部・体幹に関し

　　　

ては、 前方への動きが屈曲、 後方への動きが伸展である。 また、 手関節、

　　　

指、 母紐・紐に関しては、 手掌あるいは足底への動きが屈曲、 手背あるい

　　　

は足背への動きが伸展である。

　　

（２）背届と底届

　　　

足関節・足部に関する矢状面の運動で、足背への動きが背届、足底への動

　　　

きが底届である。 屈曲と伸展は使用しないこととする。



（３）外転と内転

　

多くは前額面の運動であるが、足関節・足部および祉では横断面の運動で

　

ある。 体幹や指・足部・母紐・魁の軸から遠ざかる動きが外転、近づく動

　

きが内転である。

（４）外旋と内旋

　

肩関節および股関節に関しては、上腕軸または大腿軸を中心として外方へ

　

回旋する動きが外旋、内方に回旋する動きが内旋である。
（５）外がえしと内がえし

　

足関節・足部に関する前額面の運動で、足底が外方を向く動きが外がえし、

　

足底が内方を向く動きが内がえしである。
（６）回外と国内

　

前腕に関しては、前腕軸を中心にして外方に回旋する動き（手掌が上を向

　

く動き）が回外、内方に回旋する動き （手掌が下を向く動き）が回内であ

　

る。 足関節・足部に関しては、底屈，内転，内がえしからなる複合運動が

　

回外、背屈，外転，外がえしからなる複合運動が回内である。母魔・紐に

　

関しては、前額面における運動で、母祉・斑の長軸を中心にして紐腹が内

　

方を向く動きが回外、紙腹が外方を向く動きが回内である。
（７）水平屈曲と水平伸展

　

水平面の運動で、肩関節を９ｏ
ｏ

　

外転して前方への動きが水平屈曲、後方へ

　

の動きが水平伸展である。

（８）挙上と引き下げ（下制）

　

肩甲帯の前額面での運動で、上方への動きが挙上、下方への動きが引き下

　

げ（下制） である。
（９）右側屈・左側屈

　

頚部、体幹の前額面の運動で、右方向への動きが右側屈、左方向への動き

　

が左側屈である。

（１０）右回旋と左回旋

　

頚部と胸腰部に関しては右方に回旋する動きが右回旋、左方に回旋する動

　

きが左回旋である。

（１１）榛屈と尺屈

　

手関節の手掌面での運動で、樵側への動きが携屈、尺側への動きが尺屈で

　

ある。

（１２）母指の樵側外転と尺側内転

　

母指の手掌面での運動で、母指の基本軸から遠ざかる動き（樵側への動き）

　

が樵側外転、母指の基本軸に近づく動き （尺側への動き）が尺側内転であ

　

る。



（１３）掌側外転と掌側内転

　

母指の手掌面に垂直な平面の運動で、母指の基本面から遠ざかる動き（手

　

掌方向への動き） が掌側外転、基本軸に近づく動き （背側方向への動き）

　

が掌側内転である。
（１４）対立

　

母指の対立は、外転、屈曲、回旋の３要素が複合した運動であり、母指で

　

小指の先端または基部を触れる動きである。

（１５）中指の樵側外転と尺側外転

　

中指の手掌面の運動で、中指の基本軸から榛側へ遠ざかる動きが樵側外転、

　

尺側へ遠ざかる動きが尺側外転である。

＊

　

外反、 内反

　

変形を意味する用語であり、関節運動の名称としては用いない。

４． 関節可動域の測定方法

　　

１） 関節可動域は、他動運動でも自動運動でも測定できるが、原則として他動運動

　　　

による測定値を表記する。自動運動による測定値を用いる場合は、その旨を明

　　　

記する［５の２）の（１）参照］。

　

２） 角度計は十分な長さの柄がついているものを使用し、通常はず

　

刻みで測定す

　　　

る。

　　

３） 基本軸、移動軸は、四肢や体幹において外見上分かりやすい部位を選んで設
定

　　　

されており、 運動学上のものとは必ずしも一致しない。 また、 指お
よび鮭では

　　　

角度計のあてやすさを考慮して、原則として背側に角度計をあてる。

　　

４） 基本軸と移動軸の交点を角度計の中心に合わせる。また、関節の運動に応じて、

　　　

角度計の中心を移動させてもよい。必要に応じて移動軸を平行移動させてもよ

　　　　

し、。

　　

５） 多関節筋が関与する場合、原則としてその影響を除いた肢位で測定する。たと

　　　

えば、股関節屈曲の測定では、膝関節を屈曲しハムストリングをゆるめた肢位

　　　

で行う。

　　

６） 肢位は「測定肢位および注意点」の記載に従うが、記載のないものは肢位を限

　　　

定しない。変形、拘縮などで所定の肢位がとれない場合は、測定肢位が分かる

　　　

ように明記すれば異なる肢位を用いてもよい［５の２）の（２）参照｝。

　　

７） 筋や健の短縮を評価する目的で多関節筋を緊張させた肢位を用いても良い［５

　　　

の２）の（３）参照］。

５． 測定値の表示

　　

１） 関節可動域の測定値は、基本肢位をぴ

　

として表示する。 例えば、股関節の可



　

動域が屈曲位２００

　

から７０ｏ

　

であるならば、 この表現は以下の２通りとなる。

　

（１） 股関節の関節可動域は屈曲２００

　

から７００ （または屈曲２ぴ

　

～７００

　

）

　

（２） 股関節の関節可動域は屈曲は７００

　

、 伸展は－２０
０

２） 関節可動域の測定に際し、症例によって異なる測定法を用いる場合や、その他

　

関節可動域に影響を与える特記すべき事項がある場合は、測定値とともにその

　

旨を併記する。

　

（１） 自動運動を用いて測定する場合は、その測定値を（

　

） で囲んで表示する

　　　

か、「自動」 または 「ａｃｔｉｖｅ」 などと明記する。

　

（２） 異なる肢位を用いて測定する場合は、「背臥位」「座位」などと具体的に肢

　　　

位を明記する。

　

（３） 多関節筋を緊張させた肢位を用いて測定する場合は、その測定値を＜

　

＞

　　　

で囲んで表示するが、「膝伸展位」 などと具体的に明記する。

　

（４） 疹痛などが測定値に影響を与える場合は、「痛み」「ｐａｉｎ」などと明記する。

６． 参考可動域

　　

関節可動域は年齢、性、肢位、個体による変動が大きいので、正常値は定めず参

　

考可動域として記載した。関節可動域の異常を判定する場合は、健側上下肢関節可

　

動域、参考可動域、（附）関節可動域の参考値一覧表、年齢、性、測定肢位、測定

　

方法などを十分考慮して判定する必要がある。



１ー． 上肢測定

部位名 運動方向
参考可動

域角度
基本軸 移動軸 測定肢位および注意点 参考図

肩甲帯

ｓｈｏｕｌｄｅｒ

ｇｕｒｄｌｅ

屈曲

ｆ主ｅｘｉｏｎ
０‐２０

．凹つ肩峰を

結ぶ線

頭頂と肩峰を

結ぶ線 〃ミドダミ。

　　　　　　　　　

伸展

　

伸展

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０“２０

挙上

ｅーｅｖａｔｉｏｎ
０”２０

両側の肩峰を

結ぶ線

肩峰と胸骨上

緑を結ぶ線
背面から測定する．

慰 ／三
上

　

．＼

　　

し

掃 きき下げ引き下げ（下制）

　

ｄｅｐｒｅｓｓ１ｏｎ
０“ｌｏ

屑

ｓｈｏｕｌｄｅｒ

（肩甲帯

の動きを

含む

屈曲（前方挙上）

ｆｏｒｗａｒｄｆｌｅｘｉｏｎ
０‐１８０ 肩峰を通る

床への垂直線

（立位または

座位）

上腕骨

前腕は中間位とする．
体幹が動かないように固定す

る．

脊柱が前後屈しないように注

意する．

：、
．
・

」

屈曲

、

〉リ
＼申展伸展（後方挙上）

ｂａｃｋｗａｒｄｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０‐５０

外転（側方挙上）

　

ａｂｄｕｃｔｉｏｎ
０」１８０ 肩峰を通る

床への垂直線

（立位または

座位）

上腕骨

体幹の側屈が起こらないよう

に９００ 以上になったら前腕を

回外することを原則とする．
ｏ［ＶＩ．その他の検査法］

　

参照

疑一

外転＼

き

　

内転

ａｂｄｕｃｔｉｏｎ
０

　　

外旋

ｅｘｔｅｒｎａｌｒｏｔａｔｉｏｎ
０‐６０

肘を通る

前額面への

垂直線

尺骨

上腕を体幹に接して，肘関節

を前方に９ｏｏ

　

に屈曲した肢位

で行う．

前腕は中間位とする．
ヰ［ＶＩ．その他の検査法］

　

参照

翁＼一瞥ノ内旋

　　　　

ｏｏ

　　

内旋

ｉｎｔｅｒｎａｌｒｏｔａｔｉｏｎ
０一８０

　

水平屈曲

ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌｆｌｅｘｉｏｎ

　

（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ

ａｄｄｕｏｔｉｏｎ）

０‐１３５

肩峰を通る

欠仏凶への

垂直線

上腕骨 肩関節を９ｏｏ

　

外転位とする．

水平伸展Ｚ＼Ｋィウーぐ＼ｏｏ予

メザ水平伸展

ｈｏｒｉｚｏｎｔａ－

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ

（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ

ａｂｄｕｏｔｉｏｎ）

０一３０

肘

ｅｌｂｏｗ

屈曲

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐１４５

上腕骨 梶骨 前腕は回外位とする． ￥．

　

伸展

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０－５

関節可動域表示ならびに測定法（２０２２年４月改訂）



前腕

ｆｏｒｅａｒｍ

　

回内

Ｐｒｏｎａｔｉｏｎ
０‐９０

上腕骨
手指を伸展し

た手掌面

肩の回旋が入らないよう

に肘を９００

　

に屈曲する．

　

。メ アト＼

ふ証

　　　

回内

　　

＼‘

　

＼

　

回外

ｓｕｐｉｎａｔｉｏｎ
０‐９０

手

ｗｒｉｓｔ

屈曲（掌屈）

　　

ｆｌｅｘｉｏｎ

（ｐａｌｍａｒｆ－ｏｘｉｏｎ）

０”９０

；｛〕胃 第２中手骨 前腕は中間位とする．
パーび、‐
ｑ 富

伸展（背屈）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ

（ｄｏｒｓｉｆ［ｅｘｉｏｎ）

０”７０

　　

榛屈

ｒａｄｉａｌｄｅｖｉａｔｉｏｎ
０‐２５

　

ｍ中央線 第３中手骨 前腕を回内位で行う．

榛屈
紗胴

　　

尺届

ｕｌｎａｒｄｅｖｉａｔｉｏｎ
０‐５５

－１１， 手指測定

部位名 運動方向
参考可動

域角度
基本軸 移動軸 測定肢位および注意点 参考図

母指

ｔｈｕｍｂ

　

橋側外転

ｒａｄｉａｌａｂｄｕｃｔｉｏｎ
０‐６０

示指

（榛骨の

延長上）

母指

運動は手掌面とする．
以下の手指の運動は，原則

として手指の背側じし角度計

をあてる．

糊
凸碧亭

　　　　

「声謬

　

尺側内転

ｕｌｎａｒａｄｄｕｃｔｉｏｎ
０

　

掌側外転

ｐａｌｍａｒａｂｄｕｃｔｉｏｎ
０‐９０

運動は手掌面に直角な面

とする，

掌側外転

／
か

　

，。

　　　

＼掌側内転

　

掌側内転

ｐａｌｍａｒａｄｄｕｃｔｉｏｎ
０

屈曲（ＭＣＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐６０

第１中手骨 第１基節骨 」誉伸展（ＭＣＰ）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０“ｌｏ

屈曲（ＩＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐８０

第１基節骨 第１末節骨

。。±
豊里
＼＼

電若；－÷伸展（ＩＰ）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０”ｌｏ

関節可動域表示ならびに測定法（２０２２年４月改訂）



関節可動域表示ならびに測定法（２０２２年４月改訂）

指
ｆｉｎｇｅｒ

屈曲（ＭＣＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐９０

第２－５

中手骨

第２ー５

基節骨

ｏ［ＶＩ．その他の検査法］

　

参照

ｏ露伸展（ＭＣＰ）

　

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０‐４５

屈曲（Ｐ１Ｐ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐１００

第２ー５

基節骨

第２－５

中節骨 伸享‘啄飼伸展

　

１Ｐ）

ｅＸｔｅｎｓｉｏｎ
０

屈曲（Ｄ１ｐ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐８０

第２－５

中節骨

第２ー５

末節骨

ＤＩＰは１００

　

の過伸展をとり

うる．

ｏｏ篭伸展（ＤＩＰ）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０

　

外転

ａｂｄｕｃｔｉｏｎ
第３中手骨

延長線

第２，４，５

指軸

中指の運動は榛側外転，
尺側外転とする，
中［ＶＩ．その他の検査法］

　

参照

　　

（ｏ

　　　

←外転

き
内転

　

内転

ａｄｄｕｃｔｉｏｎ

部位名 運動方向
参考可動

域角度
基本軸 移動軸 測定肢位および注意点 参考図

股

ｈｉｐ

屈曲

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐１２５

体幹と平行

な線

大腿骨

（大転子と大

腿骨外顎の中

心を結ぶ線）

骨盤と脊柱を十分に固定

する．

屈曲は背臥位．膝屈曲位

で行う．
伸展は腹臥位， 膝伸展位

で行う．

ｒ
以）ｒも〃。＼ー

　　　　

′

　　　　　　

”

Ｇぬ ；≧
型豪お

　

伸展

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０「１５

　

外転

ａｂｄｕｃｔｉｏｎ
０－４５ 両側の

上前腸骨疎を

結ぶ線への

垂直線

大腿中央線

（上前腸骨疎

より膝蓋骨

中心を結ぶ線

）

背臥位で骨盤を固定する，
下肢は外旋しないようにする，
内朝の場合は，反対側の下肢

を屈曲挙上してその下を通し

て内転させる，

外ぬ総

　

内転

ａｄｄｕｃｔｉｏｎ
０”２０

　　

外旋

ｅｘｔｅｒｎａｌｒｏｔａｔｉｏｎ
０‐４５

膝蓋骨より

下ろした

垂直線

下腿中央線

（膝蓋骨中心

より足関節

内外果中央

を結ぶ線）

背臥位で， 股関節と膝関節

を９００

　

屈曲位にして行う・

骨盤の代償を少なくする ４も旋

　　

内旋

ｉｎｔｅｒｎａｌｒｏｔａｔｉｏｎ
０－４５
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膝
ｋｎｅｅ

屈曲
ｆｌｅｘｉｏｎ

０－１３０

　　

１

　　

０・ロ［；謬

　

′、

　　　　　　　　　

ｒ

勝骨（勝骨頭

と外果を結

．ぷ線）

屈曲は股関節を屈曲位で

行う． 群伸展

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０

足関節・足部

ｆｏｏｔａｎｄａｎｋｌｅ

　

外転

ａｂｄｕｃｔｉｏｎ
０“ｌｏ

第２中足骨長軸 第２中足骨長軸
膝関節を屈曲位， 足関節を

０度で行なう， 雄一

　　　

Ｕｏ

　

内転

ａｄｄｕｃｔｉｏｎ
０」２０

　

背屈

ｄｏｒｓｉｆｌｅｘｉｏｎ
０”２０

矢状面におけ

る勝骨長軸へ

の垂直線

足底面 膝関節を屈曲位で行なう， ミミ豊ムー

　

底届

ｐｌａｎｔａｒｆｌｅｘｉｏｎ
ｏ憎４５

内がぇし
ｏｍ３０
前額面におけ

る下腿強への

垂直線

足底面
膝関節を屈曲位，足関節を

０度で行なう． 外謎 緋え：
／ ＼ｙ

外がえし
０‐２０

１靴， 母定ｌｔ

ｇｒｅａｔｔｏｅ，ｂｉｇ

　　

ｔｏｅ

屈曲 （ＭＴＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
ｏｍ３５

第１中足骨 第１基節骨

以下の１靴，母紐，靴の運動

は，原則として靴の背側に

角度計をあてる，

伸浪

ぴ
長

　

屈曲

伸展 （ＭＴＰ）

　

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
ｏｍ６０

屈曲 （ＩＰ）

　

ｆ－ｅｘｉｏｎ
０」６０

争１基節骨 第１末節骨

，暫くご
三

伸展 （ＩＰ）

ｅＸｔｅｎｓｉｏｎ
０

　

靴

ｔｏｅ，ｌｅｓｓｅｒｔｏｅ

屈曲（ＭＴＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０”３５

５十足骨 第２‐５基節骨

伸展

覇伸展 （ＭＴＰ）

　

ｅＸｔｅｎｓｉｏｎ
０－４０

屈曲（ＰＩＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐３５

第２寺基節骨 第２－５中節骨 ｏｏ影 ‘

　

屈曲

伸展

　

１Ｐ）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０

屈曲 （Ｄ１ｐ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０”５０

第２－５中節骨 第２－５末節骨

ｏ釜きＪ
屈曲 （ＤーＰ）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐５０
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部位名 運動方向
参考可動

域角度
基本軸 移動軸 測定肢位および注意点 参考図

頚部

Ｃｅｒｖｉｃａｌ

ＳＰ１ｎｅ

屈曲（前屈）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐６０

肩峰を通る

床への垂直線

外耳孔と頭

頂を結ぶ線

ｎ…
，，葵小側面で行う．

原則として腰かけ座位と

する．

　　　　　

００

屈曲
窯
伸展

伸展（後屈）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０“５０

回旋

ｒｏｔａｔｉｏｎ

左

　

回

旋

　

一

　

右

　

回

旋

０‐６０

０‐６０

両側の肩峰

を結ぶ線へ

の垂直線

鼻梁と後頭

結節を結ぶ

線

腰かけ座位で行う．

　　　　　　　

００

左蜜霧

　　

側屈

ｌａｔｅｒａｌｂｅｎｄｉｎｇ

左

　

側

　

屈

０‐５０
第７頚椎疎

突起と第１

仙椎の疎突起

を結ぶ線

頭頂と第７

頚椎疎突起

を結ぶ線

体幹の背面で行う．
腰かけ座位とする，

　　　　　　

００

左側詩欝屈右

　

側

　

届

０」５０

胸腰部

ｔｈｏｒａｃｉｃ

　

ａｎｄ

ｌｕｎｎｂａｒ

ＳＰ．ｎｅｓ

屈曲（前屈）

　

ｆｌｅｘｉｏｎ
０‐４５

　

・

　

【

　

仙

　

工
【

　

Ｈ

　

恢凶

第１胸椎疎

突起と第５

腰椎赫突起

を結ぶ線

体幹側面より行う，
立位， 腰かけ座位または

側臥位で行う．
股関節の運動が入らない

ように行う．

ｏ［Ｖ１，その他の検査法］

参照

伸展▽塾

伸展（後屈）

ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ
０‐３０

回旋

ｒｏｔａｔｉｏｎ

左

　

回

　

旋

０‐４０

両側の後上

腸骨疎を

結ぶ線

両側の肩峰

を結ぶ線
座位で骨盤を固定して行う． だ／

　

＼
， 。

右回粕益螺旋

ハル ノ右

　

回

　

旋

０‐４０

　　

イ昇り屈

ｌａｔｅｒａｌｂｅｎｄｉｎｇ

左

　

側

　

届

０‐５０
ヤコビー

（ｊａｃｏｂｙ）線

の中点に

たてた垂直線

第１胸椎赫

突起と第５

腰椎疎突起

を結ぶ線

体幹の背面で行う．
腰かけ座位または立位で

行う． 綱‘ 痴右

　

側

　

屈

０‐５０



部位名 運動方向
参考可動

域角度
基本軸 移動軸 測定肢位および注意点 参考図

肩

ｓｈｏｕｌｄｅｒ

（肩甲骨の

動きを含

む）

　　

外旋

ｅｘｔｅｒｎａｌｒｏｔａｔｉｏｎ
０”９０

肘を通る

…

　　

向への

垂直線

尺骨

前腕は中間位とする．
肩関節は９ｏｏ

　

外転し，
かつ肘関節は９ｏｏ

　

屈曲

した肢位で行う．

ｉ亀 ‐

き≧

　　

内旋

ｉｎｔｅｒｎａｌｒｏｔａｔｉｏｎ
０‐７０

　

内転

ａｄｄｕｃｔｉｏｎ
０‐７５
肩峰を通る

床への垂直線
上腕骨

２０ｏ

　

または４庁

　

肩関節屈曲位

で行う．
立位で行う．

只
響き転

母指

ｔｈｕｍｂ

　

対立

ｏｐｐｏｓｉｔｉｏｎ

母指先端と小指基部

（または先端）との距離

（ｃｍ）で表示する，

　

ー

　

」

ａ弓鎧

指
ｆｉｎｇｅｒ

　

外転

ａｂｄｕｃｔｉｏｎ

第３中手骨

延長線

２，４，５

指軸

中指先端と２，４，５指先端

との距離（ｃｍ）で表示する，

　

／／

灘

　

内転

ａｄｄｕｃｔｉｏｎ

屈曲

ｆ１ｅｘｆｏｎ

指尖と近位手掌皮線

（ｐｒｏｘｆｍａ－ｐａ－ｍａｒｃｒｅａｓｅ）

または逮位手掌皮線（ｄｉｓｔａｌ

ｐａｌｍａｒｃｒｅａｓｅ） との距離

（ｃｍ）で表示する，

，－ － 峰；

胸腰部

ｔｈｏｒａｃｉｃ

ａｎｄ

ｌｕｍｂａｒ

ＳＰ１ｎｅｓ

屈曲

ｆｌｅｘｉｏｎ

最大屈曲は， 指先と床と

の間の距離（ｃｍ）で表示す

る． が

ＶＥ，

ＶＩ． 顎関節計測

顎関節

ｔｅｍｐｏｒｏ－

ｍａｎｄｉｂｕｌａｒ

　

ｊｏｉｎｔ

開口位で上顎の正中線で上歯と下歯の先端との間の距離（ｃｍ）で表示する，
左右偏位（ｒａｔｅｒａｌｄｅｖｉａｔｉｏｎ）は上顎の正中線を軸として下歯列の動きの距離を左右ともｃｍで表示する，
参考値は上下第１切歯列対向緑線間の距離５，ｏｃｍ，左右偏位は１．ｏｃｍである，

関節可動域表示ならびに測定法（２０２２年４月改訂）



（附） 関節可動域参考値一覧表

関節可動域は， 人種，性別， 年齢等による個人差も大きい． また， 検査肢位等により変化が
あるので， ここに参考値の一覧表を付した．

屑

屈曲 １３０ １５０ １７０ １８０ １７３
伸展 ８０ ４０ ３０ ６０ ７２
外車云 １８０ １５０ １７０ １８０ １８４
内転 ４５ ３０ ７５ ０
内旋 ９０ ４０ ６０ ８０

肩外転９ｏｏ ７０ ８１
外旋 ４０ ９０ ８０ ６０

肩外転９００ ９０ １０３
寸
屈曲

　　　　　　　　　　　　

１５０

　　　　　

１５０ １３５ １５０

　　　　　　

１４６
伸 展

　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０ ０

　　　　　　　

４

前腕
回内

　　　　　　　　　　　　　

５０ ８０

　　　　　　

７５

　　　　　　

８０

　　　　　　

８７
回外

　　　　　　　

１

　　

９０ ８０

　　　　　　

８５

　　　　　　

８０

　　　　　　

９３

手
ｌ展 ９０ ６０ ６５ ７０ ８０
曲 ７０ ７０ ８０ ８６
屈 ３０ ３０ ４０ ３０
巨圃 １５ ２０ ２０ ２０
母

　

Ｊ

　

’転（標側） ５０ ５５ ７０

　

Ｅ曲
ＣＭ １５
Ｍしｒ ５０ ６０ ５０ ５０
ＩＰ ９０ ８０ ７５ ８０
伸展
ＣＭ ２０
Ｍしｒ ｌｏ ５ ０
ＩＰ １０ ２０ ２０
旨

唖

　　　　　　　

，

　

『
ＰＩＰ １００ ｌｏｏ ｌｏｏ
ＤＩＰ ９０ ７０ ７０ ９０
伸展
Ｍじド ４５ ４５
ＰＩＰ ０
ＤＩＰ ０
袋
屈 曲

　　　　　　　　　　　　

１２０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一一 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１００

　　　　　　

１１０

　　　　　　

１２０ １３２
伸展

　　　　　　　　　　　

２０
一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３０

　　　　　　

３０

　　　　　　

３０

　　　　　　

１５

外車云 ５５ ４０ ５０ ４５ ４６
内転 ４５ ２０ ３０ ３０ ２３
内旋 ４５ ３８
外旋 ４５ ４６



部位名及 び；雷酬方向

　　　　

注１

　　

１

　　

沖２

　　　　　

注２

　　　　　

注４

　　

１

　　

洋５

膝
屈曲

　　　　　　　　　　　　

１４５

　　　　　

１２０

　　　　　

１３５

　　　　　

１３５ １５４

伸展

　　　　　　　

１

　　

ｌｏ

　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｏ

　　　　　

ｏ

足
背屈

　　　　　　　　

１

　　

１５ ２０

　　　　　　

１５

　　　　　　

２０

　　　　　　

２６

膚 岡

　　　　　　　　　　　　　　

５０ ４０

　　　　

５０

　　

１

　　

５０

　　　　

５７

母祉
屈曲

Ｍ

　

Ｉ

　

Ｊ ３０ ３５ ４５

ＩＰ ３０ ９０

伸展
ＮＩ

　

Ｉ

　

Ｊ ５０ ７０ ７０

ＩＰ ０ ０

随
屈曲
Ｍ ） ３０ ４０

Ｐ ） ４０ ３５

Ｄ ） ５０ ６０

伸展
ＭＴＰ
ＰＩＰ
ＤＩＰ

頚音部

　

屈曲謎曲

　　　　　　　

ｌ ３０ ４５

　

′＝！＝！ ３０ ４５
４０ ４５

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

． ３０ ６０

　

謡曲謡曲 ９０ ８０

　

個展個展 ３０

　　

ｌ ２０－‐３０

′

　

展′

　

展 ２０

　　

ｌ ３５

　

怖怖 ３０ ｌ ４５

Ｌ

　

ＡＳｙｓｔｅｍｏｆ

　

ＪｏｉｎｔＭｅａｓｕｒｅ１ｎｅｎｔｓ， ＷｉｌｌｌａｍＡ． Ｃ１ａｒｋ， ＭａｙｏＣ１ｉｎｉｃ，１９２０．
２． ＴｈｅＣｏｍｍｉｔｔｅｅ

　

ｏｎＭｅｄｉｃａ１Ｒａｔｉｎｇｏｆ

　

Ｐｈｙｓｉｃａｌ

　

ｌｍｐａ１ｒｍｅｎｔ， Ｊｏｕｒｎａｌ

　

ｏｆ

　

Ａｍｅｒｍａｎ

　　

ＭｅｄｉｏａＩ

　　

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ， １９５８．

３． ＴｈｅＣｏｍｍｉｔｔｅｅｏｆｔｈｅ

　

Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ

　

ＭｅｄｉｃａＩ

　

ＡＳＳ０ｃｉａｔｉｏｎａｎｄｌｎｄｕｓｔｒｉａＩ

　

Ａｃｃｔｄｅｎｔ

　　

Ｃｏｍｍ１ｓｓ－ｏｎ

　

ｏｆ ｔｈｅｓｔａｔｅ

　

ｏｆＣａ１ｉｆｏｒｎｉａ，１９６０．
４． ＴｈｅＣｏｍｍｉｔｔｅｅ ｏｎＪｏｉｎｔＭｏｔｉｏｎ，

Ａｍｅｒ－ｃａｎ Ａｃａｄｅｍｙｏｆｏｒｔｈｏｐａｅｄｉｃ Ｓｕｒｇｅｏｎｓ，

　

１９６５，

５． 渡辺英夫・他：健康日本人における四肢関節可動域について． 年齢による変化． 日整

　

会誌

　

５３：２７５‐２９１，１９７９．
なお，５の渡辺らによる日本人の可動域は，ｌｏ歳以上８０歳未満の平均値をとったものであ
る．


